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 運航事業者 各位 

                       愛知県振興部空港長 

名古屋飛行場のＩＬＳ装置の更新について（通知） 

 名古屋飛行場のＩＬＳ装置の更新につきまして、下記のとおり実施します。 

なお、ＩＬＳ装置の停波期間中はＰＡＲによる進入となりますので、よろし

くお取り計らいください。 

記 

１ 更新工事の時期 

  平成３０年６月～平成３１年１０月（予定） 

２ ＩＬＳ装置の停波時期 

  平成３１年５月～平成３２年３月（予定） 

３ その他 

添付書類のとおり 

担当 名古屋空港事務所 

空港整備グループ（佐々木） 

電話 0568-29-1614（ダイヤルイン） 



愛知県名古屋空港事務所

名古屋 ILSの更新計画について

 名古屋飛行場の現 ILS装置は、平成 18年 3月に供用を開始し、本年 3月で 12年を経過
します。現 ILS装置の老朽化に対応するため、更新スケジュール（予定）に従い、平成 31
年度末までに装置一式を更新する計画です。

○更新機器の概要

ILS装置（航空保安無線施設の計器着陸装置）
 ・ローカライザー装置  １式

 ・グライドスロープ装置 １式

 ・T－DME装置    １式

 ・遠隔制御監視装置等   １式

○更新スケジュール（予定）

 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32年度 

実施設計 

機器製造 

設置工事 

試験調整 

ILS の運用 （停波）

PAR の運用 

・更新工事は、既設機材を撤去し、同じ場所に新機材を設置する方法で実施します。

このため、現 ILSを停波してから新 ILSの供用までの期間（平成 31年 5月～32年 3月
の予定）は、ILSの運用が停止となります。

・更新工事のスケジュールは、航空局等との調整や実施設計・更新工事を進めていく中で

変更となる可能性があります。

現 ILS 新 ILS

PAR


